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１職員アンケート調査結果について

調査の概要

１ 調査期間：令和７年11月21日(金）～令和８年１月30日（金）

２ 調査方法：Googleフォームを利用したウェブアンケート方式

３ 対象 ：北部地区医師会病院
県立：病院事業局、北部病院、中部病院、南部医療センター・こども医療セン
ター、宮古病院、八重山病院、精和病院

４ 調査項目：
（１）基本情報

勤務先、性別、年代、居住地域、雇用区分、職種、所属
（２）公立沖縄北部医療センターに関する調査結果の項目

① 現時点での転籍希望について
② 転籍を希望しない・分からないと回答した理由について
③ 個別説明会の参加希望について
④ 派遣（出向）による勤務希望について（県立のみ）
⑤ 要望・意見（自由意見）について

３



回答状況
１ 調査件数 1,883件（正職員1,636件、非常勤247件）

（うち、県立病院 1,403件、北部地区医師会病院 480件）

２ 回答率 34.9％（令和６年度27.2％、令和５年度19.3％、令和４年度25.8％）
（うち、北部地区医師会病院66.7％、県立病院30.0％）

総計非常勤正職員

回答率回答数対象
職員数回答率回答数対象

職員数回答率回答数対象
職員数

(B)/(A)(B)(A)(B)/(A)(B)(A)(B)/(A)(B)(A)

30.0%1,4034,67916.4%2181,32935.4%1,1853,350県立病院

45.7%26357537.2%5815648.9%205419北部病院

内
訳

26.9%3771,3999.3%3840734.2%339992中部病院

23.5%3141,33414.3%5538527.3%259949南部医療ｾﾝﾀｰ

11.0%615571.9%315714.5%58400宮古病院

42.3%21651117.3%2615052.6%190361八重山病院

69.1%15422353.7%366775.6%118156精和病院

22.5%188028.6%2721.9%1673本庁

66.7%48072031.5%299271.8%451628北部地区医師会病院

34.9%1,8835,39917.4%2471,42141.1%1,6363,978総計

令和４年度回答率令和５年度回答率令和６年度回答率

回答率回答数対象職
員数回答率回答数対象職

員数回答率回答数対象職
員数

(B)/(A
)(B)(A)(B)/(A

)(B)(A)(B)/(A
)(B)(A)

22.5%1,0064,46415.8%6994,42522.9%1,0744,685

51.2%30860130.7%18259340.7%242595

14.9%2001,34017.6%2231,26813.3%1841,384

23.1%3011,30314.5%1901,31319.9%2721,369

19.2%964997.5%3952118.6%98528

12.6%645076.7%3451131.4%159506

17.3%3721414.2%3121949.5%108218

------12.9%1185

46.3%32770742.5%28166157.0%385676

25.8%1,3335,17119.3%9805,08627.2%1,4595,361

４１職員アンケート調査結果について



北部医療センターへの転籍希望
回答者数1,636名（正職員）のうち、現時点で北部医療センターへの転籍を「①希望する」と回答した
のは238名（14.5％）、「②希望しない」と回答したのは994名（60.8％）、「③分からない」と回答し
たのは404名（24.7％）であった。
転籍希望の内訳は、医師会病院が217名（47.2％）、県立病院が21名（1.8％）となっている。

① 希望する
② 希望しな

い
③ 分からな

い
回答者数

北部地区医師会病院 216 56 178 450

県立病院 22 938 226 1186

総数 238 994 404 1636

北部医療センターへの転籍希望者数
（病院ごと）

北部 北部以外 総数

① 希望する 216 22 238

② 希望しない 123 871 994

③ 分からない 218 186 404

回答者数 557 1079 1636

北部医療センターへの転籍希望者数
（居住地ごと）

居住地別では、北部地域に居住している557名のうち、転籍を「①希望する」と回答したのは216名
（38.8％）、「②希望しない」と回答したのは123名（22.1％）、「③分からない」と回答したのは218
名（39.1％）であった。
北部地域以外に居住している1,079名のうち、転籍を「①希望する」と回答したのは22名（2.0％）、
「②希望しない」と回答したのは871名（80.7％）、「③分からない」と回答したのは186名（17.2％）
であった。
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転籍を希望しない・分からない理由
○ 転籍を希望しない・分からないと回答した対象者にその理由を確認した。

最も多かった理由は、「④居住地が中南部である」（767名）、次いで、「③現在の雇用条件よりも悪くな
る可能性がある【県立のみ】」（563名）、「②公立沖縄北部医療センターについてよく分からない」
（287名）の順となっている。
医師会病院は「②公立沖縄北部医療センターについてよく分からない」（51名）が最多、県立病院は「④
居住地域が中南部である」（754名）と「③現在の雇用条件よりも悪くなる可能性がある【県立のみ】」
（563名）の回答数が多い。

①自分には関
係ないと思っ

ている

②公立沖縄北
部医療セン

ターについて
よく分からな

い

③現在の雇用
条件よりも悪
くなる可能性
がある（給

与、休暇等）
【県立のみ】

④居住地が中
南部である

⑤やりたい業
務がない

⑥その他自由
記述

回答数 59 287 563 767 74 269

0

100
200

300

400

500

600
700

800

900
総数

①自分には関係
ないと思ってい

る

②公立沖縄北部
医療センターに
ついてよく分か

らない

③現在の雇用条
件よりも悪くな
る可能性がある
（給与、休暇
等）【県立の

み】

④居住地が中南
部である

⑤やりたい業務
がない

⑥その他自由記
述

回答数 8 51 0 13 11 116

0

50

100

150 医師会

①自分には関係
ないと思ってい

る

②公立沖縄北部
医療センターに
ついてよく分か

らない

③現在の雇用条
件よりも悪くな
る可能性がある
（給与、休暇
等）【県立の

み】

④居住地が中南
部である

⑤やりたい業務
がない

⑥その他自由記
述

回答数 51 236 563 754 63 153

0
200
400
600
800 県立計

転籍を希望しない理由【正職員】
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転籍を希望しない・分からない理由【その他理由】
その他の理由（自由記述）について、グルーピングによる集計を行った。
最も多かった理由として、74名が回答した「居住地・通勤」、次いで、「年齢・退職」（47名）、「家
族・子育て・介護」（22名）の順。
医師会病院は「年齢・退職」（25名）が最多で、「居住地・通勤」（14名）、「組織・職場環境」（13
名）の順。
県立病院は「居住地・通勤」（60名）が最多で、「年齢・退職」（22名）、「家族・子育て・介護」
（19名）の順。

転籍を希望しない理由（その他）【正職員】

居住

地・通

勤

年齢・

退職

家族・

子育

て・介

護

転職・

雇用継

続

組織・

職場環

境

医療機

能

情報不

足

給与・

手当
その他

総計 74 47 22 21 21 8 9 10 57

総数

居住

地・通

勤

年齢・

退職

家族・

子育て・

介護

転職・

雇用継

続

組織・

職場環

境

医療機

能

情報不

足

給与・

手当
その他

回答数 60 22 19 10 8 3 2 2 27

県立計

居住

地・通

勤

年齢・

退職

家族・

子育

て・介

護

転職・

雇用継

続

組織・

職場環

境

医療機

能

情報不

足

給与・

手当
その他

回答数 14 25 3 11 13 5 7 8 30

0
10
20
30
40 医師会
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北部医療センターへの派遣（出向）希望

回答者数1,242件のうち、「県職員として
の身分が保証される場合、公立沖縄北部
医療センターへの出向（派遣）を希望す
るか」という質問に対して、
「①希望する」と回答したのは124名
（10.5％）
「②希望しない」が624名（52.7％）
「③分からない」と回答したのは425名
（35.9％）であった。① 希望する ② 希望しない ③ 分からない 総数

回答数 124 624 425 1173

派遣（出向）を希望する職員

「①希望する」と回答した124名の派遣
（出向）希望の期間は、
「３年間」が最多で76名（61.3％）
次いで「３年以上可能（条件付含む）」
が17名（13.7％）
「２年間」が９名（7.3％）であった。

1年間, 5
2年間, 9

3年間, 76

その他, 
13

3年間年以上
可, 17

無回答, 4 派遣（出向）を希望する場合の期間

1年間

2年間

3年間

その他

3年間年以上可

無回答
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北部医療センターへの要望・意見（自由意見）
自由意見（フリーコメント）について、グルーピングによる集計を行った。
全体では「給与・福利厚生（改善要望含む）」（46名）が最多で、次いで、「身分保障・出向/転籍条
件」（40名）、「情報提供・説明会/広報」（35名）の順。
医師会病院は「給与・福利厚生（改善要望含む） 」（18名）が最多で、「職員確保 」（12名）、「医
療機能・診療体制/地域医療」（９名）の順。
県立病院は「身分保障・出向/転籍条件」（34名）が最多で、「給与・福利厚生（改善要望含む） 」
（28名）、「情報提供・説明会/広報」（27名）の順。

自由意見【正職員】

給与・

福利

厚生

身分

保障・

出向/

転籍

条件

情報

提供・

説明

会/広

報

職員

確保

医療

機能・

診療

体制/

地域

医療

組織・

職場

環境・

働き方

新病

院・開

院・計

画

通勤・

住居・

寮

施設・

設備・

駐車

場

その

他

回答数 46 40 35 33 25 16 13 7 5 41

総数 全回答数：261名

給与・

福利厚

生

身分保

障・出

向/転

籍条件

情報提

供・説

明会/

広報

職員確

保

医療機

能・診

療体制

/地域

医療

組織・

職場環

境・働き

方

新病

院・開

院・計

画

通勤・

住居・

寮

施設・

設備・

駐車場

その他

回答数 18 6 8 12 9 8 5 1 4 22

医師会 全回答数：93名

給与・

福利厚

生

身分保

障・出

向/転

籍条件

情報提

供・説

明会/

広報

職員確

保

医療機

能・診

療体制

/地域

医療

組織・

職場環

境・働き

方

新病

院・開

院・計

画

通勤・

住居・

寮

施設・

設備・

駐車場

その他

回答数 28 34 27 21 16 8 8 6 1 19

県立計 全回答数：168名
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調査結果の総括

10１職員アンケート調査結果について

○合計362名の転籍・派遣（出向）が見込まれる
転籍を希望：238名
派遣勤務を希望：124名

■居住地別の傾向
北部地域以外の居住者の約8割が、北部医療センターへの転籍を「希望しない」と回答し
ている。

■年代別の傾向
特に若年層において、転籍・出向ともに「分からない」と回答し、明確な意向を示していな
い割合が高い。

■「希望しない・分からない」理由
北部地区医師会病院：「北部医療センターについてよく分からない」との回答が多数。
県立病院：「居住地」や「雇用条件が悪化する可能性」への懸念が多い。

■自由意見
給与・福利厚生、転籍・派遣条件など、具体的な雇用条件に関する情報提供（説明会の開催
等）を求める声が多く挙がっている。

■回答率
全体：約34.9％ 北部地区医師会病院：66.7％ 県立病院：30.0％
回答率の状況を踏まえ、引き続き転籍・派遣に関する周知および意向確認の働きかけが必要
である。



今後の方向性
11１職員アンケート調査結果について

転籍及び出向の制度設計の提示
共通：雇用条件（給与・福利厚生）の提示。

長距離通勤者に対する通勤手当（高速代含む）、転居者に対する引越費用・住宅/
寮の借上げ・一時金支給。

転籍：退職関連（退職金、自己都合/会社都合）・転籍後の雇用条件の明確化。
出向：選定基準（希望者/出向依頼）、県職員としての身分保障の内容（給与水準の保
証、経験年数の加算・復帰等のキャリアパス）の提示、インセンティブ（離島勤務回
数の加算など）の検討。

情報発信の強化
説明会および個別相談の実施。
WEBサイト・ニュースレター等における採用情報の定期的な発信。

個別相談窓口を常設化し、質問事項はFAQ化して提示。
転籍・出向に関するよくある質問（FAQ）の作成・公開。

雇用条件（給与・待遇面）などの就業規則等のブラッシュアップの検討を進めていく。
今回の調査において転籍希望などを示した職員への説明会や個別相談を進めていき、具体
的な開院までの手続き等について連携して確認していく。
併せて、分からないと回答した職員のうち、転籍希望がある職員や派遣に応じてもよい職
員への呼びかけ・説明会を行う。



① 北部地域の将来の医療提供体制（将来像）を関係者で共有する
② 病院群の機能分担と連携の方向性を整理する
③ 介護・訪問／在宅医療等との協働を含めた連携強化を図る

（将来的な「地域医療連携推進法人」の設立も視野に、関係機関の連携基盤の強化）

２ 北部地域医療勉強会の開催について

第1回（R7.10.20）
テーマ：地域医療構想について
参加者：21団体・34名（オンライン3名）

第2回（R7.12.1）
テーマ：介護医療連携と在宅医療について
参加者：21団体・37名（オンライン8名）

第3回（R8.1.26）※沖縄県医師会共催
テーマ：救急医療の現在地とこれから
参加者：75団体・118名（オンライン84名）

開催実績（令和7年度）

本勉強会の目的（新たな地域医療構想〔2040年を見据え〕）

成果・到達点
地域医療構想を基盤とした議論の開始
在宅・介護を含む多職種連携の方向性を確認
沖縄県医師会共催により、広域的議論へ発展
参加団体・参加者数の大幅増加

2040年を見据えた医療機能分担・連携体制構築に向けた議論基盤を形成

第1回（R7.10.20） 第2回（R7.12.1）

第3回（R8.1.26） 第3回（R8.1.26）
（厚生労働省 西嶋課長）
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人的・物的資源を活用した連携体制の構築
北部地域の医療提供体制の充実
教育・学術研究を通じた人材育成・安定的確保

３ 名桜大学との包括連携協定の締結について
※ 令和８年３月16日締結 公立大学法人名桜大学 × 一般財団法人沖縄県北部医療財団

① 看護学教育の充実、看護人材の育成・確保
② 学生の実践的教育・研究の場の提供
③ 地域の健康づくり・地域包括ケア体制の整備
④ 医療・健診データの活用、学術研究の推進
⑤ その他、発展的・柔軟な連携

主な連携の柱

包括連携協定の目的

新病院開院を見据えた連携枠組み

教育・研究・人材育成体制の事前設計

開院後の段階的実装に向けた協議の開始

地域に根ざす人材育成・定着の仕組みづくり

包括連携協定 調印

協定締結の様子

協定書 提示

新病院を核とした

「医療×教育×人材」一体型基盤の構築
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